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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次

第43期

第２四半期

累計期間

第44期

第２四半期

累計期間

第43期

第２四半期

会計期間

第44期

第２四半期

会計期間

第43期

会計期間
自　平成22年３月１日

至　平成22年８月31日

自　平成23年３月１日

至　平成23年８月31日

自　平成22年６月１日

至　平成22年８月31日

自　平成23年６月１日

至　平成23年８月31日

自　平成22年３月１日

至　平成23年２月28日

売上高 （千円） 6,792,4686,919,1283,297,2263,464,12513,897,666

経常利益 （千円） 240,813324,188 39,646 150,825575,689

四半期（当期）純利益 （千円） 117,580 88,041 5,497 76,138 276,141

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － － － －

資本金 （千円） － － 369,266369,266369,266

発行済株式総数 （株） － － 5,270,0005,270,0005,270,000

純資産額 （千円） － － 1,357,7901,554,0261,517,533

総資産額 （千円） － － 6,313,3686,253,8416,156,897

１株当たり純資産額 （円） － － 268.81 307.66 300.44

１株当たり四半期（当
期）純利益金額

（円） 23.28 17.43 1.09 15.07 54.67

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益
金額

（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円） － － － － 10.00

自己資本比率 （％） － － 21.5 24.8 24.6

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 396,790297,431 － － 674,395

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） △24,280△45,751 － － △12,207

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） △357,695△229,346 － － △614,054

現金及び現金同等物の四
半期末（期末）残高

（千円） － － 814,816870,467848,134

従業員数 （人） － － 269 249 257

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社が存在しないため記載しておりません。 

３　売上高には、消費税等は含まれておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容

に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

　　提出会社の状況

平成23年８月31日現在

従業員数(人) 249 （675）

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)部門別売上状況

当第２四半期会計期間の部門別売上状況は次のとおりであります。

部門 売上高（千円） 前年同四半期比(％)

（直営店売上） 　 　

　　リビンググッズ 408,881 93.3

　　ダイニンググッズ 375,834 108.2

　　ライフファブリックス 1,692,545 97.1

　　バラエティグッズ 856,143 135.9

直営店売上 3,333,404 105.5

その他の売上 130,720 94.4

合計 3,464,125 105.1

　
(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　上記各部門に含まれる品目は次のとおりであります。

リビンググッズ…………小家具、照明具、時計、造花、花瓶、写真立て、プランター等

ダイニンググッズ………和・洋食器、カトラリー、調味料入れ、キッチンツール等

ライフファブリックス…テーブルクロス、エプロン、パジャマ、タオル、ひざ掛け等

バラエティグッズ………バストイレタリー、ステーショナリー、ぬいぐるみ、ポプリ等

３　その他の売上には、フランチャイズ店への商品及び用度品の卸売上、ロイヤリティ等が含まれております。

　

(2)部門別仕入状況

当第２四半期会計期間の部門別仕入状況は次のとおりであります。

部門 仕入高（千円） 前年同四半期比(％)

（直営店仕入） 　 　

　　リビンググッズ 141,285 87.3

　　ダイニンググッズ 161,336 91.6

　　ライフファブリックス 646,538 96.5

　　バラエティグッズ 442,976 142.4

直営店仕入 1,392,136 105.5

その他の仕入 79,209 95.5

合計 1,471,345 104.9

(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　上記各部門に含まれる品目は次のとおりであります。

リビンググッズ…………小家具、照明具、時計、造花、花瓶、写真立て、プランター等

ダイニンググッズ………和・洋食器、カトラリー、調味料入れ、キッチンツール等

ライフファブリックス…テーブルクロス、エプロン、パジャマ、タオル、ひざ掛け等

バラエティグッズ………バストイレタリー、ステーショナリー、ぬいぐるみ、ポプリ等

３　その他の仕入には、フランチャイズ店への卸売上に係る商品等の仕入が含まれております。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析 

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、３月に発生した東日本大震災と、その後の福島原発事故

により、電力不足や放射能汚染の不安から経済活動に大きな影響を受けましたが、特に被災地域では生活

必需品を中心に消費は力強い足取りで回復しつつあります。しかし、今後の展望につきましては、欧米の

景気悪化と財政不安の再燃から円高・株安が進行し、企業収益の悪化で個人消費は更なる節約を強いら

れる懸念があります。 

　こうした状況のなかで、当社は中期経営計画『P’ECE』をスタートさせ、「カワイイ」商品・「楽し

い」品揃え・「気持ちいい」お買い物を、もっと多くのお客様にご提供することに全社を挙げて邁進し

ております。当期は、その初年度として、積極的な店舗展開に向けて出店を再開し、店舗開発本部を設置し

てローコスト出店の実験、収益性の分析、そして２ヶ月に１度出店判定会議を開催して、出退店の迅速な

判断と新店の成功パターンを積上げております。 

　その方針により、当第２四半期会計期間の店舗展開は、直営店が「Passport」ブランドで６店舗出店し、

閉鎖が２店舗で計151店舗になりました。フランチャイズ店の増減は無く23店舗で、当第２四半期末の店

舗数は174店舗となりました。また、直営店１店舗で改装を実施しております。 

　販売面では、節電に対応した猛暑対策商品が活況で、ステンレスボトルやクールタオル、保冷バッグなど

が売上を牽引し、前期からの重点販売と自動発注の仕組みで品切れや発注モレといった機会損失の減少

もあり、直営店売上高は既存店前年比を回復しました。また、直輸入商品の販売拡大もあり、粗利益率も大

きく改善しました。 

　これらの結果、当第２四半期会計期間の売上高は3,464百万円（前年同期比5.1％増）、利益面では粗利

益率の改善が一段と進んだ結果、営業利益は163百万円（前年同期比230.5％増）、経常利益150百万円

（前年同期比280.4％増）、四半期純利益は76百万円（前年同期比70百万円増）となりました。 

 

（２）財政状態の分析 

　　①資産 

  当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べて96百万円増加し、6,253百万円となりまし

た。 

  流動資産は、前事業年度末に比べて103百万円増加し、3,258百万円となりました。これは、主に 

商品が48百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が153百万円増加したこと等によります。 

  固定資産は、前事業年度末に比べて6百万円減少し、2,995百万円となりました。これは、主に　資産除去

債務会計基準等の適用に伴う影響額を繰延税金資産の一時差異としたこと等のため、繰延税金資産が含

まれる投資その他の資産の「その他」が43百万円増加したこと等によるものの、有形固定資産が32百万

円、敷金及び保証金が24百万円減少したこと等によるものであります。 
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　②負債 

  当第２四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べて60百万円増加し、4,699百万円　となりま

した。 

　流動負債は、前事業年度末と比べて239百万円減少し、3,319百万円となりました。これは、主に短期借入

金が240百万円減少したこと等によるものであります。 

  固定負債は、前事業年度末と比べて300百万円増加し、1,380百万円となりました。これは、長期借入金が

19百万円、リース債務が16百万円それぞれ減少したものの、社債が208百万円、資産除去債務が158百万円

増加したこと等によるものであります。 

　③純資産 

  当第２四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ36百万円増加し1,554百万円となり　ました。

これは、配当が50百万円あったものの、四半期純利益を88百万円計上したことにより、利益剰余金が37百

万円増加したこと等によるものであります。 

　

（３）キャッシュ・フローの状況 

　 

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前四半期　会計期

間末に比べ185百万円増加し、870百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動により得られた資金は、534百万円であり、前年同四半期に得られた金額384百万円に比べ、収

入が150百万円増加しました。 

  収入の主な内訳は、税引前当期純利益140百万円、売上債権の減少72百万円、たな卸資産の減少297百万

円等であり、支出の主なものは賞与引当金の減少49百万円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動により得られた資金は33百万円であり、前年同四半期に使用した金額39百万円に比べ、収入が

72百万円増加しました。 

  収入の主な内訳は敷金及び保証金の回収による収入86百万円であり、支出の主な内訳は有形固定資産

の取得26百万円、敷金及び保証金の差入22百万円等であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  財務活動により使用した資金は382百万円であり、前年同四半期に支出した金額176百万円に比べ、支出

が206百万円増加しました。 

  収入の主な内訳は社債の発行195百万円であり、支出の主な内訳は、短期借入金の減少444百万円、長期

借入金の返済90百万円、割賦債務の返済25百万円等であります。 
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　① 第１四半期会計期間末(平成23年５月31日)現在において、実施中または計画中であった設備の新設、重

要な拡充等のうち、当第２四半期会計期間に完成したのは次のとおりであります。

　

事業所名
(所在地)

区分 完成年月日 売場面積(㎡)
建物
(千円)

器具備品
(千円)

投下資本合計
(千円)

新浦安ショッパーズプラザ店
（千葉県浦安市）

新店 平成23年６月１日 (109.59)500 ― 500

山口ゆめタウン店
（山口県山口市）

新店 平成23年６月23日 (142.46)4,131 1,886 6,018

つくばキュート店
（茨城県つくば市）

新店 平成23年７月１日 (124.75) ― 482 482

下関シーモール店
（山口県下関市）

新店 平成23年７月30日 (125.60)545 2,290 2,836

札幌イーアス店
（札幌市白石区）

新店 平成23年８月５日 (105.99) ―     1,859 1,859

延岡イオン店
（宮崎県延岡市）

改装 平成23年６月18日 (―) 7,194 3,187 10,382

合　　　　計 ─ ─ (608.39)12,371 9,706 22,078

(注) １　売場面積欄の(　)は、賃借物件であります。

２　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

　② 当第２四半期会計期間に新たに確定した設備の新設、重要な拡充等の計画は次のとおりであります。

事業所名
(所在地)

区分
増加売場
面積
(㎡)

必要性
予算金額
(千円)

既支払金額
(千円)

今後の
所要資金
(千円)

着工予定
年月

完成予定
年月

ひたちなかファッション
クルーズ店
（茨城県水戸市）

新店 (118)
地域需要に
応えるため

920 920 ― 平成23年７月平成23年９月

横須賀ダイエー店
（神奈川県横須賀市）

新店 (134)〃 5,0004,558 442平成23年７月平成23年９月

つくばイーアス店
（茨城県つくば市）

新店 (213)〃 19,0006,40012,600平成23年９月平成23年11月

湘南辻堂店
（神奈川県藤沢市）

新店 (180)〃 25,00011,14213,858平成23年９月平成23年11月

倉敷アリオ店
（岡山県倉敷市）

新店 (128)〃 19,0005,00014,000平成23年９月平成23年11月

徳島ゆめタウン店
（徳島県板野郡）

新店 (135)〃 19,000 ― 19,000平成23年9月 平成23年11月

熊本イオンモール店
（熊本県上益城郡）

改装 （－） 〃 10,000 ― 10,000平成23年９月平成23年10月

合計 ― (908)― 97,92028,02069,900― ―

(注) １　予算金額、既支払金額、今後の所要資金には敷金及び保証金を含めております。

     ２　今後の所要資金　69,900千円については、自己資金により賄う予定であります。

   　３　増加売場面積の（　）は賃借物件であります。

　 　４　上記の金額には消費税等は含んでおりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)

(平成23年８月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成23年10月12日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 5,270,000 5,270,000
大 阪 証 券 取 引 所
JASDAQ（スタンダー
ド）

単元株式数は100株で
あります。

計 5,270,000 5,270,000 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成23年８月31日 ― 5,270,000 ― 369,266 ― 292,300
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(6) 【大株主の状況】

平成23年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社パスポートライフ 東京都杉並区和泉１―50―11 1,008 19.14

水　野　　　純 東京都江東区塩浜 685 13.00

水　野　睦　子 東京都杉並区和泉 350 6.64

鈴　木　忠　光 東京都品川区荏原 121 2.29

吉　村　政　雅 千葉県習志野市鷺沼 77 1.46

田　中　卓　磨 神奈川県横浜市旭区本宿町 67 1.27

株式会社みずほ銀行 東京都中央区晴海１－８－12 60 1.13

水　野　由美子 静岡県沼津市北園町 53 1.01

大　竹　秀　達 千葉県市川市真間 50 0.96

伊　藤　賢　市 愛知県北名古屋市九之坪宮浦 50 0.94

計 ― 2,524 47.89

(注)　当社が保有する自己株式(218千株　持株比率4.15％)は上記の表には含まれておりません。
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(7) 【議決権の状況】

　①　【発行済株式】

平成23年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
　普通株式 218,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,049,900 50,499 －

単元未満株式 　 1,200　 －

発行済株式総数 　 5,270,000 － －

総株主の議決権 　 － 50,499 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株（議決権40個）が含

まれております。

　　　２　単元未満株式には自己株式33株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成23年８月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

株式会社パスポート
東京都品川区西五
反田７－22－17

218,900 － 218,900 4.15

計 － 218,900 － 218,900 4.15

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成23年３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高(円) 258 223 217 226 251 256

最低(円) 140 190 202 208 216 224

(注)　最高・最低株価高は、大阪証券取引所JASDAQ（スタンダード）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間（平成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び前第２四半期累計期

間（平成22年３月１日から平成22年８月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四

半期会計期間（平成23年６月１日から平成23年８月31日まで）及び当第２四半期累計期間（平成23年３月

１日から平成23年８月31日まで）は改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成22年６月１日

から平成22年８月31日まで）及び前第２四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年８月31日まで）

に係る四半期財務諸表について、また、当第２四半期会計期間（平成23年６月１日から平成23年８月31日ま

で）及び当第２四半期累計期間（平成23年３月１日から平成23年８月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成23年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 870,467 848,134

受取手形及び売掛金 739,443 585,832

商品 1,443,186 1,492,003

未着商品 11,701 －

その他 193,985 229,566

流動資産合計 3,258,784 3,155,537

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 608,266 619,024

工具、器具及び備品（純額） 308,192 329,723

その他 17,623 18,011

有形固定資産合計 ※
 934,081

※
 966,758

無形固定資産 51,572 38,258

投資その他の資産

破産更生債権等 8,861 22,559

敷金及び保証金 1,805,576 1,830,274

その他 203,826 159,837

貸倒引当金 △8,861 △16,328

投資その他の資産合計 2,009,403 1,996,342

固定資産合計 2,995,057 3,001,360

資産合計 6,253,841 6,156,897

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,855,571 1,746,670

1年内償還予定の社債 394,000 344,000

短期借入金 95,100 335,100

1年内返済予定の長期借入金 277,630 370,304

リース債務 33,482 33,240

未払法人税等 136,997 209,248

賞与引当金 65,240 66,100

その他 461,471 454,710

流動負債合計 3,319,493 3,559,373

固定負債

社債 592,000 384,000

長期借入金 259,900 279,138

リース債務 97,543 114,345

退職給付引当金 206,589 194,030

資産除去債務 158,593 －

その他 65,694 108,476

固定負債合計 1,380,321 1,079,990

負債合計 4,699,814 4,639,363
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成23年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成23年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 369,266 369,266

資本剰余金 292,300 292,300

利益剰余金 951,285 913,754

自己株式 △60,538 △60,538

株主資本合計 1,552,313 1,514,782

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,713 2,751

評価・換算差額等合計 1,713 2,751

純資産合計 1,554,026 1,517,533

負債純資産合計 6,253,841 6,156,897
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 6,792,468 6,919,128

売上原価 3,456,830 3,412,687

売上総利益 3,335,637 3,506,441

販売費及び一般管理費 ※1
 3,065,901

※1
 3,149,976

営業利益 269,736 356,464

営業外収益

受取利息 282 191

受取配当金 196 182

為替差益 － 841

破損商品等弁償金 2,043 663

雑収入 2,124 983

営業外収益合計 4,647 2,862

営業外費用

支払利息 24,335 18,974

社債発行費 2,009 9,888

支払手数料 2,000 4,740

為替差損 2,359 －

雑損失 2,865 1,535

営業外費用合計 33,569 35,138

経常利益 240,813 324,188

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 7,881

特別利益合計 － 7,881

特別損失

固定資産除却損 2,125 16,313

店舗閉鎖損失 4,712 10,690

減損損失 ※2
 7,526

※2
 2,464

リース解約損 4,185 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 133,606

特別損失合計 18,549 163,075

税引前四半期純利益 222,264 168,994

法人税、住民税及び事業税 113,030 124,500

法人税等調整額 △8,346 △43,546

法人税等合計 104,683 80,953

四半期純利益 117,580 88,041

EDINET提出書類

株式会社パスポート(E03301)

四半期報告書

14/29



【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期会計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 3,297,226 3,464,125

売上原価 1,729,342 1,742,166

売上総利益 1,567,884 1,721,959

販売費及び一般管理費 ※1
 1,518,345

※1
 1,558,247

営業利益 49,538 163,711

営業外収益

受取利息 55 19

受取配当金 193 99

為替差益 2,032 1,280

破損商品等弁償金 458 209

雑収入 701 369

営業外収益合計 3,440 1,977

営業外費用

支払利息 11,506 9,459

社債発行費 － 4,469

支払手数料 － 352

雑損失 1,827 582

営業外費用合計 13,333 14,864

経常利益 39,646 150,825

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 7,881

特別利益合計 － 7,881

特別損失

固定資産除却損 2,111 9,297

店舗閉鎖損失 3,912 6,190

減損損失 ※2
 7,526

※2
 2,464

リース解約損 4,185 －

特別損失合計 17,735 17,952

税引前四半期純利益 21,910 140,754

法人税、住民税及び事業税 △6,599 48,500

法人税等調整額 23,012 16,116

法人税等合計 16,412 64,616

四半期純利益 5,497 76,138
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 222,264 168,994

減価償却費 120,858 126,070

減損損失 7,526 2,464

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12,816 △7,467

賞与引当金の増減額（△は減少） 19,600 △860

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,200 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,375 12,559

受取利息及び受取配当金 △479 △373

支払利息 24,335 18,974

社債発行費 2,009 9,888

店舗閉鎖損失 4,712 10,690

固定資産除却損 2,125 16,313

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 133,606

売上債権の増減額（△は増加） △72,678 △153,610

たな卸資産の増減額（△は増加） 51,975 37,115

仕入債務の増減額（△は減少） 252,218 108,901

その他 △123,718 17,729

小計 528,740 500,995

利息及び配当金の受取額 479 373

利息の支払額 △24,308 △18,237

法人税等の支払額 △108,120 △185,700

営業活動によるキャッシュ・フロー 396,790 297,431

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △38,091 △72,384

敷金及び保証金の差入による支出 △19,014 △48,210

敷金及び保証金の回収による収入 47,487 105,991

その他 △14,663 △31,148

投資活動によるキャッシュ・フロー △24,280 △45,751

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △133,200 △240,000

長期借入れによる収入 200,000 100,000

社債の発行による収入 97,890 439,617

長期借入金の返済による支出 △148,382 △211,912

社債の償還による支出 △245,000 △192,000

リース債務の返済による支出 △14,243 △16,559

割賦債務の返済による支出 △84,702 △58,537

自己株式の取得による支出 △170 －

配当金の支払額 △29,887 △49,954

財務活動によるキャッシュ・フロー △357,695 △229,346

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 14,814 22,332

現金及び現金同等物の期首残高 800,002 848,134

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 814,816

※
 870,467
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期会計期間（自　平成23年６月１日　至　平成23年８月31日）

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成23年３月１日

　至　平成23年８月31日)

（会計処理基準に関する事項の変更）

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び
「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用してお
ります。

　これにより、当第２四半期累計期間の営業利益及び経常利益は11,446千円減少し、税引前四半期純利益は130,866
千円減少しております。

また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は160,972千円であります。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

当第２四半期会計期間末

(平成23年８月31日)

前事業年度末

(平成23年２月28日)

※　有形固定資産の減価償却累計額 2,567,262千円

　

※　有形固定資産の減価償却累計額 2,532,922千円
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(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間

(自　平成22年３月１日

　至　平成22年８月31日)

当第２四半期累計期間

(自　平成23年３月１日

　至　平成23年８月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

販売費の主なもの

給料及び手当 1,002,709千円

賞与引当金繰入額 65,300千円

貸倒引当金繰入額 12,816千円

退職給付費用 20,764千円

地代家賃 1,181,610千円

減価償却費 120,858千円

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

販売費の主なもの

給料及び手当 1,045,987千円

賞与引当金繰入額 65,240千円

貸倒引当金繰入額 414千円

退職給付費用 16,059千円

地代家賃 1,180,165千円

減価償却費 126,070千円

 

※２　減損損失　　　　

当事業年度において、当社は以下のグループにつ

いて、減損損失を計上いたしました。　　　　　

場所 用途 種類
減損損失
（千円）

　２店舗
（茨城県・埼玉
県）

店舗設備
建物並びに
工具、器具
及び備品

7,526

　 計 　 7,526

　

当社はキャッシュ・フローを生み出す最小単位として

店舗を基本単位とし、保養所等は物件単位毎にグルー

ピングしております。

店舗については、営業活動による収益が継続して損失

となる店舗を減損損失として特別損失に計上いたしま

した。

なお、店舗に係る回収可能価額は使用価値により算定

しており、上記の店舗について将来キャッシュ・フ

ローに基づく使用価値がマイナスであるため、回収可

能価額は零として評価しております。

その内訳は次のとおりであります。

 

建物 6,308千円

工具、器具及び備品 1,217

　 　

　 　

※２　減損損失　　　　

当事業年度において、当社は以下のグループにつ

いて、減損損失を計上いたしました。　　　　　

場所 用途 種類
減損損失
（千円）

　１店舗
（福岡県）

店舗設備
建物並びに
工具、器具
及び備品

2,464

　 計 　 2,464

　

当社はキャッシュ・フローを生み出す最小単位として

店舗を基本単位とし、保養所等は物件単位毎にグルー

ピングしております。

店舗については、営業活動による収益が継続して損失

となる店舗を減損損失として特別損失に計上いたしま

した。

なお、店舗に係る回収可能価額は使用価値により算定

しており、上記の店舗について将来キャッシュ・フ

ローに基づく使用価値がマイナスであるため、回収可

能価額は零として評価しております。

その内訳は次のとおりであります。

 

建物 1,991千円

工具、器具及び備品 472
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第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間

(自　平成22年６月１日

　至　平成22年８月31日)

当第２四半期会計期間

(自　平成23年６月１日

　至　平成23年８月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

販売費の主なもの

給料及び手当 498,983千円

賞与引当金繰入額 47,800千円

貸倒引当金繰入額 12,816千円

退職給付費用 9,498千円

地代家賃 586,571千円

減価償却費 65,266千円

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

販売費の主なもの

給料及び手当 522,108千円

賞与引当金繰入額 48,230千円

貸倒引当金繰入額 414千円

退職給付費用 6,344千円

地代家賃 587,945千円

減価償却費 64,026千円

 

※２　減損損失　　　　

当事業年度において、当社は以下のグループにつ

いて、減損損失を計上いたしました。　　　　　

場所 用途 種類
減損損失
（千円）

　２店舗
（茨城県・埼玉
県）

店舗設備
建物並びに
工具、器具
及び備品

7,526

　 計 　 7,526

　

当社はキャッシュ・フローを生み出す最小単位として

店舗を基本単位とし、保養所等は物件単位毎にグルー

ピングしております。

店舗については、営業活動による収益が継続して損失

となる店舗を減損損失として特別損失に計上いたしま

した。

なお、店舗に係る回収可能価額は使用価値により算定

しており、上記の店舗について将来キャッシュ・フ

ローに基づく使用価値がマイナスであるため、回収可

能価額は零として評価しております。

その内訳は次のとおりであります。

 

建物 6,308千円

工具、器具及び備品 1,217

　 　

　 　

※２　減損損失　　　　

当事業年度において、当社は以下のグループにつ

いて、減損損失を計上いたしました。　　　　　

場所 用途 種類
減損損失
（千円）

　１店舗
（福岡県）

店舗設備
建物並びに
工具、器具
及び備品

2,464

　 計 　 2,464

　

当社はキャッシュ・フローを生み出す最小単位として

店舗を基本単位とし、保養所等は物件単位毎にグルー

ピングしております。

店舗については、営業活動による収益が継続して損失

となる店舗を減損損失として特別損失に計上いたしま

した。

なお、店舗に係る回収可能価額は使用価値により算定

しており、上記の店舗について将来キャッシュ・フ

ローに基づく使用価値がマイナスであるため、回収可

能価額は零として評価しております。

その内訳は次のとおりであります。

 

建物 1,991千円

工具、器具及び備品 472
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期累計期間

(自　平成22年３月１日

　至　平成22年８月31日)

当第２四半期累計期間

(自　平成23年３月１日

　至　平成23年８月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対
照表に掲記されている科目の金額との関係

 

（平成22年８月31日現在)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対
照表に掲記されている科目の金額との関係

 

（平成23年８月31日現在)

現金及び預金勘定 814,816千円

現金及び現金同等物 814,816千円

　

現金及び預金勘定 870,467千円

現金及び現金同等物 870,467千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末（平成23年８月31日）及び当第２四半期累計期間（自 平成23年３月１日　至 

平成23年８月31日）

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類

当第２四半期

会計期間末

（株）

　普通株式 5,270,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類

当第２四半期

会計期間末

（株）

　普通株式 218,933

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月26日
定時株主総会

普通株式 50,510 10平成23年２月28日平成23年５月27日利益剰余金

　

(2)　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

　

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(リース取引関係)

リース取引開始日が平成21年２月28日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の

賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期会計期間末におけるリース取引残高

は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末と比較して著しい変動が認められ

ません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末と比較して著しい変動はありませ

ん。

　

(デリバティブ取引関係)

当四半期会計期間においては、デリバティブ取引の契約等は行っておりませんので、該当事項はありま

せん。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

資産除去債務の四半期貸借対照表計上額の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、インテリア雑貨販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（追加情報）

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号　平成20年３月21日）を適用しております。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

　

当第２四半期会計期間末

(平成23年８月31日)

前事業年度末

(平成23年２月28日)

　

１株当たり純資産額 307円66銭

　

　

１株当たり純資産額 300円44銭

　
　 　

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第２四半期会計期間末

(平成23年８月31日)

前事業年度末

(平成23年２月28日)

純資産の部の合計額（千円） 1,554,026 1,517,533

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る純資産額（千円） 1,554,026 1,517,533

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数（千株）

5,051 5,051

　

２．１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間

(自　平成22年３月１日

　至　平成22年８月31日)

当第２四半期累計期間

(自　平成23年３月１日

　至　平成23年８月31日)

 

１株当たり四半期純利益金額 23円28銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

１株当たり四半期純利益金額 17円43銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目

前第２四半期累計期間

(自　平成22年３月１日

　至　平成22年８月31日)

当第２四半期累計期間

(自　平成23年３月１日

　至　平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（千円） 117,580 88,041

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 117,580 88,041

　普通株式の期中平均株式数（千株） 5,051 5,051
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第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間

(自　平成22年６月１日

　至　平成22年８月31日)

当第２四半期会計期間

(自　平成23年６月１日

　至　平成23年８月31日)

 

１株当たり四半期純利益金額 1円09銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

１株当たり四半期純利益金額 15円07銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目

前第２四半期会計期間

(自　平成22年６月１日

　至　平成22年８月31日)

当第２四半期会計期間

(自　平成23年６月１日

　至　平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（千円） 5,497 76,138

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 5,497 76,138

　普通株式の期中平均株式数（千株） 5,051 5,051

　

(重要な後発事象)

前第２四半期会計期間

(自　平成22年６月１日

　至　平成22年８月31日)

当第２四半期会計期間

(自　平成23年６月１日

　至　平成23年８月31日)

第19回無担保社債の発行について

　平成22年９月27日の取締役会の決議に基づき、第19回無

担保社債を下記概要のとおり発行しております。

社債の種類 第19回無担保社債

社債総額 １億円

利率 0.680％

発行年月日 平成22年９月30日

償還方法
 

 

平成23年３月30日を第１回償還日
として、その後毎年３月30日及び９
月30日に額面１千万円を償還し、平
成27年９月30日に残額を償還する。

資金の使途 事業資金

第25回及び第26回無担保社債の発行について

　平成23年９月12日の取締役会の決議に基づき、第25回及

び第26回無担保社債を下記概要のとおり発行しておりま

す。

社債の種類 第25回無担保社債 第26回無担保社債

社債総額 １億円 １億円

利率 0.61％ 0.69％

発行年月日 平成23年９月30日 平成23年９月30日

償還方法
 

平成24年３月31日
を第１回償還日と
して、その後毎年
３月31日及び９月
30日に額面１千万
円を償還し、平成
28年９月30日に残
額を償還する。

平成24年３月31日
を第１回償還日と
して、その後毎年
３月31日及び９月
30日に額面１千万
円を償還し、平成
28年９月30日に残
額を償還する。

資金の使途 事業資金 事業資金
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年10月12日

株式会社  パ  ス  ポ  ー  ト

    取    締    役    会  御中

　

有限責任監査法人  ト  ー  マ  ツ 　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉　　村　　孝　　郎    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    原　　井　　武　　志    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社パスポートの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの第43期事業年度の第２四半期会計期間（平

成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年８月

31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パスポートの平成22年８月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年10月11日

株式会社  パ  ス  ポ  ー  ト

    取    締    役    会  御中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ 　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉　　村　　孝　　郎    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    原　　井　　武　　志    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社パスポートの平成23年３月１日から平成24年２月29日までの第44期事業年度の第２四半期会計期間(平

成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成23年３月１日から平成23年８月31

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パスポートの平成23年８月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　
追記情報

「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四

半期会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」を

適用している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

株式会社パスポート(E03301)

四半期報告書

29/29


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第２四半期累計期間
	第２四半期会計期間

	(3)四半期キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に関する事項
	四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

